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　町防災訓練が４月２０日に行われました。過去の大雨被
害を教訓として例年８月末に実施していた町総合防災訓練
を今年から出水期前の４月に変更し、災害対策本部の運営
や避難所開設がスムーズに行えるように訓練を実施しまし
た。
　訓練は、大雨と地震の複合災害の発生を想定して行われ、
街地区と永岡地区に高齢者等避難を発令し、１次避難所の
街地区生涯教育センター、街地区体育館、県南青少年の家、
永岡地区生涯教育センターの４カ所を開設しました。
　当日は、地域の自主防災組織にも協力を頂き、４カ所の
避難所に２８０名の住民が避難し、避難所での受付や段
ボールベットの組み立てなどを体験しました。
　また、１次避難所として開設した街地区生涯教育セン
ターには、震度７の地震が体験できる岩手県防災指導車「そ
ばっち号」を配置し、多くの住民が地震体験を行うなど、
防災への理解を深め、日頃からの備えの大切さを確認しま
した。

　自主防災組織や関係機関と連携して
　災害に備えた防災訓練を実施

避難所の受け付けや体が不自由な人の誘導訓練

避難所での段ボールベット設置体験

空き家利活用補助金 ( 取得・自宅用改修）のお知らせ
問　商工観光課定住推進係（内線 2331）

空き家利活用事業補助金（取得）
　空き家を自宅として取得するための経費を補
助します。予算がなくなりしだい終了します。
■補助条件　
▶ 39 歳以下の者または県外から町内に転入し
た者が空き家バンクを利用して、自己居住用と
して空き家を購入していること
▶所有権登記が完了した日から１年以内である
こと
詳細は、HP または商工観光課にご確認ください。
■補助金額　上限額 30 万円（税抜き、千円未
満切捨）。※世帯員に 18 歳未満の子がいる場
合、別途加算金があります。
■対象経費　▶ 取得経費▶ 事務手続経費（登
記手続きに係る費用）
■交付件数　１件程度　
■申請期限　令和 7 年 1 月 31 日㈮

空き家利活用事業補助金（自宅用改修）
　空き家を自宅として活用するための改修費の
一部を補助します。予算がなくなりしだい終了
します。
■補助条件　
▶ 築 20 年以上経過した住宅用の空き家であ
ること
▶ 所有権登記が完了した日または賃貸借契約
を締結した日から１年以内のもの
詳細は、HP または商工観光課にご確認ください。
■補助金額　改修工事費用の 2/3（税抜き、
千円未満切捨）。上限額 50 万円。※ 39 歳以
下または県外から移住された方で、空き家バン
ク登録物件を取得し、改修する場合には別途加
算金があります。
■対象工事　▶台所、浴室、洗面所または便所
の改修▶給排水、電気またはガスの
設備改修▶内装、外装の改修
■交付件数　3 件程度　
■申請期限　令和６年 11 月 29 日㈮

　〇その他、空き家に関するお困りごとがある場合は、お気軽にご相談ください。
　（相談例）▶ 所有している空き家を活用、除却したい　▶ 近場にある空き家で困っている
　　　　　 ▶空き家の補助金について知りたい　など
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５月は自転車の安全利用推進期間です！
問　生活環境課（内線 2132）

■期間
令和６年５月１日（水）～５月３１日（金）
■スローガン

「身につけよう　交通ルールと　ヘルメット」
■推進の重点
①歩行者等に配慮した安全利用と全ての自転車
利用者によるヘルメットの着用促進
②飲酒運転、二人乗り、並進、傘さし、携帯電
話使用、ヘッドホン使用等の危険な行為の禁止
③自転車損害賠償責任保険等への加入促進

　新たな土砂災害警戒区域確認のため現地調査を実施します
   県では、「安全・安心なくらしの実現」のため、平成 13 年度から土砂災害防止法に基づく調査を実施しています。
　今回は、新たな「土砂災害が発生するおそれのある箇所」の確認のため、現地の立入り調査を行います。
県が委託した調査員（県が発行した身分証明書を携行）が、対象の土地や周辺に出入りすることがあります。
■調査場所・・・町内全域
■調査期間・・・令和６年５月下旬から令和７年３月下旬まで（予定）
■調査方法・・・目視、計測、写真撮影、土地利用状況の確認
※土地への立入りは、チラシなどで周知します。
問　県南広域振興局土木部（☎番号 0197-22-2881）

防災に関すること

　町内有資格者の内 22 名の賛同により金ケ崎町防災
士の会設立総会が 4 月 26 日、中央生涯教育センター
で開催されました。初代会長に選出された菅原　英

ひで
男
お

氏は「防災関連団体との連携強化を図り、安心で安全
な街づくりを行えるよう取り組みたい」と意気込みを
話しました。

　金ケ崎町防災士の会を設立

菅原会長による挨拶２０２３年４月１日からヘルメット着用が努力義務
になりました。
　年齢を問わず、自転車を運転する人は、ヘルメット
をかぶるよう努めましょう。ヘルメットを着用せずに
自転車に乗っていた人が交通事故で死亡する確率は、
ヘルメットを着用していた人の約３倍にも及びます。

２０２３年７月１日から自転車の保険加入が努力義務
になりました。
　自転車利用者が加害者になる場合もあります。自身
と相手を守るため、自転車損害賠償責任保険等へ加入
しましょう。


